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エグゼクティブ・サマリー（1/3）

COVID-19が
経済活動
に与えた
影響

生活者の
マインド・
行動に
関する変化

「バーチャルの有用性」と「リアルならではの価値」を生活者が再認識すると共に、時間や社会
に対する向き合い方が変化し、結果、Post COVID-19では10の行動変化がもたらされる

> 仕事による出張の減少: 企業間のコミュニケーションのデジタル化により、対面ミーティングの機会は減少

> リモートワーク・オンライン授業の浸透: 在宅や多様な場所にて仕事や学習を行う機会が増加

> オンライン消費・遠隔サービスの拡大: ネットショッピングやデリバリー、バーチャル体験等の利用が拡大

> 仕事と日常生活の時間の融通の容易化: 仕事の時間の使い方が個人に委ねられ、融通が利くように

> 健康維持・QoL向上を目的とした外出・交流の増加: リモートワーク等の反動で一部外出・交流ニーズが拡大

> 長期休暇取得の容易化:休暇中の必要に応じたオンライン会議活用等により、休暇取得ハードルが低下

> 繁忙期・混雑を回避する過ごし方の浸透:混雑時期・場所を避けた休暇ニーズが増加

> 1人の時間や空間の確保:在宅勤務等の経験を踏まえ、生活者が1人の空間・作業環境を求めるように

> 社会貢献を意識した消費行動の活発化:社会貢献の重要性が再認識され、環境やSDGsへの関心が拡大

> 郊外・地方への回帰:快適な生活を求め、郊外・地方への移住者が増加

新型コロナウイルス（以下COVID-19）を契機とした外出自粛等の影響により、日本全体の人の
移動量は大きく減少。結果、消費の縮小と企業の生産活動停滞により、経済活動は大きく縮小

> 移動手段を問わず、COVID-19を契機に日本全体の人の移動量は大きく減少

> 結果、レジャー・外食・買い物等の移動を伴う多くの業種において消費は落ち込み

> 更に、需要減や通勤自粛等の影響に伴って企業の生産活動も停滞

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10



5RB COVID-19 STUDY_Mobility_サマリー版-R.pptxRB COVID-19 STUDY_Mobility_サマリー版-R.pptx

エグゼクティブ・サマリー（2/3）

移動の変化 生活者のマインド・行動変化を受け、Post COVID-19では移動にも量的・質的変化が生じる

> Post COVID-19では、「人の移動総量の減少」「移動ピークの平準化」「移動ポートフォリオの多様化」
「移動に求められる質の変化」がもたらされる

> 具体的には9種類の変化が生じると想定

– ①企業間コミュニケーションのデジタル・リモート化によるビジネス目的の中距離移動の減少

– ②リモート化の進展による、従来は平日の朝夕集中であった仕事・学業のための移動の減少と分散化

– ③消費行動のオンライン化による買い物・用事での外出の減少

– ④仕事場の多様化や融通の利くスケジュールを背景としたShort Tripを含む日々の近距離移動の増加

– ⑤オフィス外からのスポット対応が可能なリモートワークの浸透等による長期休暇による移動の増加

– ⑥ Social Distance確保への意識の高まり等による混雑地域・混雑期を避ける休暇の増加

– ⑦作業環境や余暇を楽しむ時間・空間としての快適な移動を追求したニーズの増加

– ⑧ COVID-19を契機とした社会貢献への意識の高まり等による環境負荷に配慮した移動の需要増加

– ⑨リモートワークの浸透や、住環境への意識の高まり等による移動総量の郊外・地方へのシフト
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エグゼクティブ・サマリー（3/3）

企業の
戦い方
への影響

Post COVID-19を見据えると、人の移動総量の減少が不可避である中、生活者変化を捉えた
価値を移動を通じて提供すべく企業の戦い方にも変革が求められる

> 「移動」ビジネスにおいて想定される大きなトレンドは6つ

– 移動コストの高まりを受けた、オペレーション効率化・移動体験の高付加価値化による収益改善
– 安心・快適な移動空間や、心身の健康に資する移動体験の提供
– 生活者の地球環境・社会貢献への意識に応えた、サステナブルな移動の提供
– 多様な目的・目的地・タイミングの生活者ニーズに合った、最適な移動網のデザイン
– ユーザー・モビリティ・目的地が繋がっている（コネクテッド）状態の実現
– リアルの移動ニーズを喚起し、移動体験の質を向上させるためのバーチャル活用

> 具体的には9種類の変化が生じると想定

– 従来のピークに合わせた保有アセットや運行体制を、移動量の減少や平準化の進行に合わせ、結果、
MaaSビジネスが加速

– 大規模大量輸送に代わり、単なる移動手段に留まらない1人1人のスペースを生み出す車内空間による
高単価化

– Social Distanceへの意識の高まり・他人とのスペース共用への抵抗感に応えた、個人所有の小型モビリ
ティの提供やシェアリングの不安感を拭う取組み

– 日常の手軽な近距離移動の増加をふまえ、二輪やキックボードなどのちょっとした移動に便利なモビリ
ティの提供サービス

– EVや電動二輪など、環境負荷を最小限にするモビリティが増加する

– 個宅向け物流総量増加を担う、需給マッチングプラットフォーム整備や自動化技術・新しい物流モビリ
ティの登場

– 地方部を中心に、自動運転・Podの導入、乗合い・多用途化での稼働向上、地域を跨いだ共通化により、
低コストで日常の移動を担うサービスの提供

– 単なる移動ではなく、日々の生活や旅といった移動の目的や目的地と連携し、移動に意味を持たせるこ
とで、より価値のある移動を提供する

– バーチャルにて多様な”目的地”の魅力をユーザーに発信し、１人１人の好みに合った旅（目的地＋移
動）を提案し、実際の移動に繋げる
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与えた影響
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COVID-19の感染拡大防止を狙った緊急事態宣言発令により、
不要不急の外出自粛が進行

「緊急事態宣言」による影響

緊急事態宣言の発令

史上初の緊急事態宣言が発令。GWまでの行動制限による
COVID-19の感染拡大防止を企図

国民の行動変容

国民の個人レベルでの危機感が高まり、要請に従い、不要
不急の外出は自粛するように

対象地域

内容 > 都道府県知事に外出自粛や学校休校の
要請・指示等の権限を付与

> 各都道府県知事は、徹底した外出自粛を
要請（ただし通院、食料の買い出し、職場へ
の出勤等を除く）

> 例えば東京都では、ナイトクラブや劇場、博物
館、大学・学習塾等に休業を要請

> やむを得ず外出する場合は"3密"（密集・密
閉・密接）を回避し、Social Distance（2m）を確保
するよう励行

Source: 首相官邸HP, 板橋区HP, NHK, Roland Berger

> 1都3県、大阪、兵庫、福岡（4月7日~）

> 47都道府県（4月17日~）

"緊急事態宣言が出た4/7以降、東京都の外出自粛率 1）

は急速に上がり、18日には63%にまで高まる"

（NHK）

✔ 危機意識の高まり

> 感染者数の増加と緊急事態宣言による、外出に対
する危機感の醸成

✔ 社会的同調の圧力

> 外出時の周囲の目や、自身が罹患していた場合に
移すリスクを踏まえた自粛の浸透

✔ デジタルツール活用の進展
> リモートワークや、EC/ 配達サービスの利便性の再
認識に下支えられた外出の自粛

1）住宅が多い地域の昼夜人口の差からどれだけ外出したかを推計し、今年1月の平均値と比べて外出が減った割合
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結果、 "3密"を免れない職場、小売店・アミューズメント施設、公共施設
等への訪問は激減した

1）レストラン、カフェ、ショッピングセンター、テーマパーク、博物館・美術館、図書館、映画館・劇場、等を含み、スーパーマーケット、薬局・ドラッグストアを除く
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> 小売店・
アミューズメント
施設1）

> 職場

> 公共交通機関
の駅

▲30%

▲47% ▲57% ▲43%

▲12%

▲19%▲50%

▲54%

Source: COVID-19 Community Mobility Report（Google）, Roland Berger

各施設への訪問数推移（2020/1/3-2/6 vs 2020/3/19-4/30）
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移動量ベースでも、自動車、公共交通機関、徒歩問わず、全手段の
移動量が平日・週末問わず減少傾向

COVID-19蔓延前後の移動量変化（日本）

Source: Mobility Trends Reports（Apple）, Roland Berger
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公共交通機関自動車 徒歩

▲32% ▲47% ▲42%

平日（1/13-17 vs 4/20-24） 週末（1/18-19 vs 4/25-26）
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58

46 48

自動車 公共交通機関 徒歩

▲42% ▲54% ▲52%
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移動が減少した結果、スーパーや酒屋等を除き、大半の業種で消費
が落ち込んでいる

Source: JCB消費NOW, Roland Berger

100

82

総合消費指数

遊園地 百貨店

業種別消費指数

100

43
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79

100 115
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69
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▲18%

▲31%

+25% +15%

▲57% ▲21%

国内消費推移（2019/4/1-15 vs 2020/4/1-15）

居酒屋

変化

変化

スーパーマーケット 酒屋

移動を伴う産業（レジャー・外食・買い物）は総じて消費が激減

移動が減じ、中食・内食の割合が増加の結果、関連産業の消費は
増加

消費減少産業のインパクト
は大きく、トータルでは減少
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消費の落ち込みに加え、緊急事態宣言による通勤自粛も踏まえ、
企業の生産活動にも影響は大きく、経済活動は大きく縮小

企業の生産活動停滞（例 -完成車市場）

Source: 日本経済新聞, IHS, 日経ビジネス, Roland Berger

国内OEMの工場稼働状況1）

需要減・部品欠品に伴い、各社は減産・生産停止せざるを得ない
状況

100

79

2020E2019

全世界生産台数予測（小型乗用車）3）

▲21%

世界的に見ても、前年比2割以上
の生産台数減少を見込む

1） 4月20日時点 2） ダイハツ工業・日野自動車を含む 3） 4月15日時点

> 全5工場中、4工場で減産

> 全18工場2）中、5工場で減産

> 5月以降、全18工場2）で減産予定

> 全3工場の内、一部組立ラインを停止

> 全5工場中、2工場で生産停止期間を4/28まで延長

> 全2工場で減産

> 全2工場を生産停止



C. Post COVID-19における
生活者のマインド・行動に
関する変化
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バ
ー
チ
ャ
ル
化
の
進
展

COVID-19を契機として、オンライン・バーチャルの便利さや有用性を強
制的に認識する機会が生じている

再認識された有難み/ 必要性（例示） 具体的なシチュエーション

COVID-19を契機とした気付き（1/3）

> 例）予備校・塾のオンライン
授業

> 例） CLINICS等のオンライン
診療

> 例） Hulu等の動画ストリーミング
サービス

家で使える/楽しめる
サービスの便利さ✔ "予備校は休校になってしまったけど、テキ

ストだけでなくネットで授業が配信されるか
ら家で充実した勉強ができる"（予備校生）

"Netflix、これまで使ったことなかったけど好
きな映画を安く楽しめるから最高！"（若手
会社員）

リモートワークにおけ
るデジタルツールの
便利さ

✔ > 例） zoom、Skype等のWeb会議シ
ステム

> 例）Teams等のチャットベースの
コミュニケーションシステム

"出社せずともzoomで十分コミュニケーショ
ンがとれる。むしろ、移動しなくて良い分沢
山会議が設定できる"（会社役員）

"Teamsでみんなそれぞれ意見を述べてくれ
るから、わざわざオフィスに来なくても支障
がない"（若手会社員）

宅配・配送サービス
の便利さ✔ > 例） Amazon等のECサイト

> 例）出前館等のフードデリバ
リーサービス

Source: Roland Berger

"Amazonだとスマホで家から購入できるし、
ドラッグストアより洗剤が安い。COVIDが収
束してもAmazonで買おう（一人暮らし学生）

"UberEatsの生姜焼きは料理をする手間も省
けるし、温かくて美味しい！" （主婦）
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リ
ア
ル
な
ら
で
は
の
意
味
合
い
の
再
認
識

一方、これまで盲目的に「リアルであるべき」と考えられていたことに対
し、リアルならでは意味合いや有難みが再認識されている

再認識された有難み/ 必要性（例示） 具体的なシチュエーション

COVID-19を契機とした気付き（2/3）

> 例）自宅内の書斎

> 例）完全個室制のカフェ

仕事に集中できる
プライベート空間の
大切さ

✔ "お客さんとの重要なWeb会議時に子どもが
泣いてしまった…どうしよう"（中間管理職）

"カフェでは電話できないから仕事できない
し、家の周りの工事音がうるさくて家でも仕
事が捗らない…"（若手会社員）

F2Fコミュニケーション
による温かみ✔ > 例）友人とのランチ

> 例）同僚との飲み会

> 例）面識のない人との会議

"授業間の雑談、息抜きに最適だったな…
家で誰とも喋らないと気が滅入る"（学生）

"たまには夫や子どもから離れて仲の良い
ママさんと飲み会がしたい"（主婦）

"メンバーの初顔合わせは対面で行って人
となりを知り、仲良くなっておきたい"
（新体制責任者）

F2F（Face to Face）で
のコミュニケーション
の不可欠さ

✔ > 例）ボードでの議論の共有

> 例）製品の現物プロトタイプの
提示

Source: Roland Berger

"zoomでの会議には慣れたけど、ホワイト
ボードを大きく使って方向性を皆でブレスト
したい…"（会社役員）
"オンラインだと製造技術がいまいちわから
ないから、実際に工場を見学できればな…"
（調達部責任者）
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また、地球環境や社会のなかでの自分の役割を改めて考える契機と
もなっている

再認識された有難み/ 必要性（例示） 具体的なシチュエーション

COVID-19を契機とした気付き（3/3）

社会貢献・環境改善
の自分事化✔ > 例）本業ではないマスクの製作

> 例）エコ活動への細かな取組み

"家にマスクが大量にあるから、近所にお裾
分けしようかな"（主婦）

"スーパーに行く度にレジ袋を貰っていたら
温暖化も進んでしまう…Myバッグを持って
行こう"（若手会社員）

未知の病気への
予防策の大切さ✔ > 例） Social Distanceの確保

> 例）手洗い・うがいの励行

> 例）新型感染症へのワクチン
開発

Source: Roland Berger

"緊急事態宣言も出たし、COVIDは得体が
知れなくて怖いから家にいよう"（学生）

"スーパーで後ろに並んでくる人が近すぎる。
しっかり2mの距離を置いてほしい"（主婦）

"外出自粛、疲れてきた…ワクチンさえあれ
ば外に出れるし、大変な世の中にもなって
いないのに…"（若手会社員）

時
間
・社
会
へ
の
向
き
合
い
方
の
意
識
変
化
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バーチャルを活用したコミュニケーションや消費行動が浸透し、より自
宅を起点とした生活行動に変化してゆく

Source: Roland Berger

生活者の行動変化（1/3） － バーチャル化の進展に紐づく変化

仕事による出張の減少a リモートワーク・オンライン
授業の浸透

b

オンライン消費/遠隔サービスの拡大c

オンラインでのミーティング・
営業活動

"月2~3回だけ出勤しよう"

出勤

カフェ

自宅

サテライトオフィス

自社オフィス取引先/ 営業先

"今日はカフェで作業
をする気分だ"

仕事

"どうしても重要なミーティング
だけ、対面で行おう"

"静かなサテライト
オフィスから会議に
出よう"

出勤 "スマホから購入できるし、
スーパーで買うよりも安い…
COVID終息後もネットで買おう"

"家にいながら
でも、友人と気
軽に飲める！"

"店まで行かなくても洋服
の試着が出来て便利！"

デリバリー

オンラインでの購買

オンラインでのコミュニケーション
（"オンライン飲み会"）等

アバターでの買い物
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また、リアルならではの価値があぶりだされ、目的を持ったF2Fでのコ
ミュニケーションや活動が増えると考えられる

Source: Roland Berger

生活者の行動変化（2/3） － リアルへのニーズの再認識に紐づく変化

1人の時間や空間の確保a

健康維持・QoL向上を目的とした
外出・交流の増加

b

郊外・地方への回帰c

自宅
（在宅勤務）

ローカル観光地

職場/ 取引先等

F2Fでのレジャー/ 飲み会

アウトドアでの運動

"移動中も快適に
作業がしたい"

"ずっと家に籠ってい
るので、週末は家族
や友人と出かけよう"

"もっと静かな作業
環境が欲しい…"

"リモートワークが始まってからは
出社の頻度も高くないので、住
み心地を重視して引っ越そう"

郊外/地方への移住

"初回の打ち合わせは
お互いを知るために
対面で行いましょう"

"休みを活かして、
積極的に小旅行を
楽しみたい"

"やっぱり友人との
会話は対面が一
番楽しい"

"週末に思いっきり
体を動かして、
運動不足を解消
したい！"
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加えて、生活者一人ひとりの時間に対する向き合い方や、社会に対す
る関わり方への意識も変わっていくのでは

Source: Roland Berger

生活者の行動変化（3/3） － 時間・社会への向き合い方に紐づく変化

仕事と日常生活の時間の融通の容易化a

社会貢献を意識した
消費行動の活発化

d

繁忙期・混雑を回避する
過ごし方の浸透

c

長期休暇取得
の容易化

b

スーパーでの
買い物

幼稚園への
送り迎え

病院への
通院

レストランでの
外食

ショッピング街

職場

観光地A

観光地B

"来週の火曜日までにこの
資料を作成してください"

"キリの良いところで切り
上げて、先に日々の用事
を済ませてしまおう"

"移動には環境に優しい
シェアサイクルを活用し
よう"

"混雑した街中は避けて、
自然のある所に行きたい"

"大事なミーティ
ングにだけは
リモートで出席
しよう"

自宅

混雑を回避する動き
から、訪問客は減少
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以上を踏まえ、Post COVID-19においては生活者の行動に10の変化が
生じるのではないか

Post COVID-19の生活における変化

仕事による出張の減少

> 企業間のコミュニケーションのデジタル化による、
対面でのミーティングの機会の減少

リモートワーク・オンライン授業の浸透

> 在宅や多様な場所にて仕事や学習を行う機会の
増加

仕事と日常生活の時間の融通の容易化

> 仕事の時間の使い方が個人に委ねられることに
よる、家事・育児等との兼ね合いの改善

健康維持・QoL向上を目的とした外出・交流の
増加
> 1人で籠りがちなリモートワーク等への反動としての、
外出や対面でのコミュニケーションのニーズ拡大

長期休暇取得の容易化

> 休暇中に仕事のスポット対応が出来ることによる、
長期休暇取得へのハードルの低下

オンライン消費・遠隔サービスの拡大

> ネットショッピングやデリバリー、バーチャル体験
等の利用頻度の増加

繁忙期・混雑を回避する過ごし方の浸透
> GWやお盆等の時期的なピークと、Social Distance
を意識した混雑を回避する休暇のニーズの増加

1人の時間や空間の確保
> 常に家族と過ごす在宅勤務等の経験を踏まえ、

1人の空間・作業環境を求める生活者の発生

社会貢献を意識した消費行動の活発化

> 社会貢献の重要性の再認識による、環境や
SDGsへの関心の向上

郊外・地方への回帰
> 快適な生活を求め、郊外・地方への移住者が
増加

1 6

2 7

3 8

4 9

5 10

Source: Roland Berger



D. Post COVID-19における
移動の変化
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生活者の行動が変化することで、移動の仕方にも変化が生じる

Source: Roland Berger

Post COVID-19の移動における変化

人の移動総量が減る
> ビジネスや通学での移動が本当に必要な移動に絞られると共に、ネットショッピングやデリバリーな
どモノを届けてもらうことにプライオリティーが置かれ、都市部・地方部共に人の移動総量は減少

移動ピークの平準化がおこる
> 通勤移動の減少・分散に加え、長期休暇の時期分散や混雑地域・混雑期を避ける休暇の増加によ
り、時間・場所共に移動ピークは平準化

移動に求める質が変わる
> 1人の時間・空間に対するニーズの高まりや社会貢献への意識向上により、快適な移動環境や
環境負荷に配慮した移動といった移動自体の質が求められる

移動のポートフォリオが多様化する
> リモートワークの普及に起因した郊外・地方への人々の移住、Short Tripを含む日々の近距離移動
の増加により、移動のポートフォリオは多様化

✔

✔

✔

✔
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リアルへのニーズの
再認識

バーチャル化の進展

生活者が、より不必要な移動を減らし、本質的に必要な意味ある移動
にシフトすることで、このような移動の変化がもたらされる

Source: Roland Berger

Post COVID-19の生活者変化がもたらす移動への影響

生
活
者
の
変
化

移
動
の

変
化 人の移動総量の

減少
移動ピークの平準化 移動ポートフォリオ

の多様化
移動に求められる

質の変化

健康維持・QoL向上
を目的とした外出・
交流の増加

長期休暇取得の
容易化

繁忙期・混雑を回避
する過ごし方の浸透

1人の時間や空間の
確保

郊外・地方への回帰

仕事による出張の
減少

リモートワーク・オン
ライン授業の浸透

オンライン消費・
遠隔サービスの

拡大

仕事と日常生活の
時間の融通の
容易化

時間・社会への向き
合い方の意識変化

リアルへのニーズ
の再認識

社会貢献を意識した
消費行動の活発化
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環境負荷に配慮した
移動の需要増加

Car Share
Bike-Share

Bike-Share

快適な作業環境 オンデマンドな移動 環境への配慮

・・・

快適な移動を追求
したニーズの増加

生活の変化を踏まえ、9つの移動の変化が想定される

Source: Roland Berger

Post COVID-19の移動の変化の全体像

郊外・地方

都市部

ショッピング街ビジネス街

ローカル観光地

学校

住宅街
仕事・学業のための
移動の減少と分散化

ビジネス目的の
中距離移動の減少

長期休暇による移動の
増加

移動総量の郊外・
地方へのシフト

都市部

住宅街

ローカル観光地Short Tripを含む
日々の近距離
移動の増加

買い物・用事での
外出の減少

混雑地域・混雑期を避ける
休暇の増加

サテライトオフィス

1

2

3

4

5 6

7 8

9
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移動に関する変化は、「リモートワークの進展」をはじめ「Social Distance

への意識の高まり」「郊外への移住進展」の3つの深度を想定

生活に紐づく移動の変化のシナリオ

移動の変化生活の変化

買い物・用事での外出の減少オンライン消費・遠隔サー
ビスの拡大

ビジネス目的の中距離移動の減少仕事による出張の減少

長期休暇による移動の増加長期休暇取得の容易化

環境負荷に配慮した移動の需要増加社会貢献を意識した消費
行動の活発化

快適な移動を追求したニーズの増加
1人の時間や空間の
確保

仕事・学業のための移動の減少と
分散化

リモートワーク・オンライン
授業の浸透

Short Tripを含む日々の近距離移動の
増加

仕事と日常生活の時間の
融通の容易化

健康維持・QoL向上を目的
とした外出・交流の増加

混雑地域・混雑期を避ける休暇の増加繁忙期・混雑を回避する
過ごし方の浸透

移動総量の郊外・地方へのシフト郊外・地方への回帰

Source: Roland Berger

移動変化の深度

社内外コミュニケーションにおける
デジタル活用/ リモートワークの進展

> 企業間のコミュニケーションにおいて、
オンラインツールの採用率が増加

> リモートワークが導入され、自宅やコワー
キングスペースなど、多様な作業環境の
使い分けが進展

Social Distanceへの意識の高まりによ
る日常生活での行動変化

> 1人の時間や、自分に近しいコミュニティと
の交流を重んじる生活形態へのシフト

> 感染予防を皮切りとした、社会貢献への
意識の高まり

地方・郊外への移住の進展

シ
ナ
リ
オ
A シ
ナ
リ
オ
B

シ
ナ
リ
オ
C

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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51% 49% 46% 54%

2025年シナリオA

> デジタル活用/
リモートワークの進展

2025年シナリオC

> 地方・郊外への移住の進展

以上の変化により、人の移動総量が足許より約1割減少する
一方、都市から地方へと移動の重心がシフトしていく

人の移動量変化（日本全体）[百万トリップ/週]

Source: Roland Berger

86

（9%）

297

（32%）

食事/買い物等

37

（4%）

469

（50%）

33

（4%）

82

（10%）

428

（53%）

地方部都市部

19

（2%）

通勤/通学

不明

業務

246

（30%）

娯楽/旅行

42

（4%）

930 808

2025年成行

39

（5%）

400

（50%）

35

（5%）

241

（30%）

750

223

（30%）

70

（9%）

42

(5%)

都市部

19

（3%）

75

（10%）

398

（53%）

地方部

792

63

（9%）

360

（50%）

217

（30%）

都市部

35

（5%）
37

（5%）

249

（30%）

83

（10%）

445

（53%）

38

（5%）21

（3%）

地方部

713 837

-11%

54% 46%

1,5501,542

1,739



E.「移動」に関する企業の
戦い方への影響
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Post COVID-19を見据えると、「移動」に関する企業の戦い方にも変化が
求められる

「移動」ビジネスの戦い方の変容

「移動」ビジネスのトレンド

大量・高頻度輸送が求められる時代は終焉し、足許の延長では移動コスト
の過大化が不可避に。機材・人員等のオペレーション効率化によるコスト
削減と、高付加価値な移動体験の提供による収益力の向上が必要となる

生活者の地球環境・社会貢献への意識が高まり、利便性が高くても環境
負担の大きいモビリティへのニーズは減少。結果、EVや電動二輪等、サス
テナブルなモビリティの開発とサービス提供が浸透していく

不特定多数の人々が利用する移動空間への抵抗感が高まる一方、健康・
QoL向上を目的とした移動ニーズは高まっていく。安心・快適な移動空間や
心身の健康に資する移動体験の提供が求められる

時期・目的地共に集中していた移動動線は分散化し、既存の交通インフラ
では生活者1人ひとりの目的・目的地・タイミングのニーズへの対応が不十
分に。生活者のニーズに合った、最適な移動網のデザインが求められる

仕事や余暇の多様化に伴い、複雑で面倒な移動や目的地に係る予約・決
済等の手続きがハードルに。 ユーザー・モビリティ・目的地が繋がっている
（コネクテッド）状態の実現による、シームレスな移動体験が求められる

オンライン購買やバーチャルな旅行体験等により、移動そのものの必要性
が低下。リアルのニーズを喚起し、移動体験の質を向上させるためのバー
チャルの活用が必要となる

移動における変化が
及ぼす影響

人の移動総量の
減少

移動ピークの
平準化

移動に求める質の
変化

移動ポートフォリオ
の多様化

✓ ✓ ✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓ ✓

起因する影響

4321

1

2

3

4

Source: Roland Berger

✓
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具体的には9種類の変化が想定される

ビジネス上の必要な変化

従来のピークに合わせた保有アセットや運行体制を、移動量の減少や
平準化の進行に合わせ、結果、MaaSビジネスが加速

Social Distanceへの意識の高まり・他人とのスペース共用への抵抗感に応え
た、個人所有の小型モビリティの提供やシェアリングの不安感を拭う取組み

大規模大量輸送に代わり、単なる移動手段に留まらない1人1人のスペース
を生み出す車内空間による高単価化

EVや電動二輪など、環境負荷を最小限にするモビリティが増加する

日常の手軽な近距離移動の増加をふまえ、二輪やキックボードなどの
ちょっとした移動に便利なモビリティの提供サービスの増加

地方部を中心に、自動運転・Podの導入、乗合い・多用途化での稼働向上、
地域を跨いだ共通化により、低コストで日常の移動を担うサービスの提供

個宅向け物流総量増加を担う、需給マッチングプラットフォーム整備や
自動化技術・新しい物流モビリティの登場

単なる移動ではなく、日々の生活や旅といった移動の目的や目的地と連携
し、移動に意味を持たせることで、より価値のある移動を提供する

バーチャルにて多様な”目的地”の魅力をユーザーに発信し、１人１人の好
みに合った旅（目的地＋移動）を提案し、実際の移動に繋げる

1

2

3

4

5

6

7

8

9

Source: Roland Berger

オペレーション効率化と
高付加価値な移動体験
の提供

サステナブルな移動
の提供

安心・快適な移動空間/
心身の健康に資する
移動体験の提供

多様な目的・目的地・
タイミングのニーズに
合った、最適な移動網
のデザイン

ユーザー・モビリティ・目
的地が繋がっている状
態の実現

バーチャルの活用
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それぞれのビジネス上の変化は、移動に求める価値の変化に起因し
ている

移動ピークの平準化により、朝・夕、盆・正月といったピーク期の
大量輸送・超高頻度輸送や、秒単位の定時性の必要性が低下

Social Distanceへの意識向上により、スペースの共用を避け、1人
の空間を重視する動きが活発化

自分の空間を保ち、リラックスや他の作業が出来る快適な移動
空間が重視される

環境負担に対する消費者意識の高まりに呼応したモビリティの
需要が拡大

生活圏内の日常的な移動において、手間をかけず、止める場所
も気にせずに出掛けられる、小回りの利く移動手段が求められる

移動密度の低い地方部や、クルマを運転できない人でも、日常
の移動に困らずに外出できる仕組み作りが要求される

オンライン消費の活発化に応えた、郊外・地方をカバーする物流
網の構築が必須となる

日々の状況に合わせて、生活を豊かにする/ 仕事が捗る移動先
と移動手段の提案ニーズが発生

従来のピークに合わせた保有アセットや運行体制を、移動量の減少や
平準化の進行に合わせ、結果、MaaSビジネスが加速

Social Distanceへの意識の高まり・他人とのスペース共用への抵抗感に応え
た、個人所有の小型モビリティの提供やシェアリングの不安感を拭う取組み

大規模大量輸送に代わり、単なる移動手段に留まらない1人1人のスペー
スを生み出す車内空間による高単価化

EVや電動二輪など、環境負荷を最小限にするモビリティが増加する

日常の手軽な近距離移動の増加をふまえ、二輪やキックボードなどの
ちょっとした移動に便利なモビリティの提供サービス

地方部を中心に、自動運転・Podの導入、乗合い・多用途化での稼働向上、地
域を跨いだ共通化により、低コストで日常の移動を担うサービスの提供

個宅向け物流総量増加を担う、需給マッチングプラットフォーム整備や自動
化技術・新しい物流モビリティの登場

単なる移動ではなく、日々の生活や旅といった移動の目的や目的地と連携
し、移動に意味を持たせることで、より価値のある移動を提供する

バーチャルにて多様な”目的地”の魅力をユーザーに発信し、１人１人の好
みに合った旅（目的地＋移動）を提案し、実際の移動に繋げる
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背景にある移動に求める価値の変化

ビジネス上の必要な変化 移動に求められる価値の変化

Source: Roland Berger

バーチャル上で魅力ある目的地を紹介し、日常とは異なる新たな
移動先や過ごし方を提案するニーズが発生
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これまで人の移動総量と経済成長には一定の相関が見られたが、
Post COVID-19の世界では、この前提が覆る可能性がある

移動総量とGDPの相関（グローバル、1977-2018）

Source: International Monetary Fund, United Nations, OECD, Roland Berger

1人当たり年間道路移動総量 [km]

1人当たりGDP [ドル]
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詳細版のお問合せ、ご質問、ミーティングのお申込みについては下記までご連絡下さい

連絡先
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高橋 啓介
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